
2003年出上の木簡
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木
簡
の
釈
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。
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木
簡
は
柾
目
材
で
、
上
下
と
も
折
損
し
て
い
る
。
両
面
は
、
い
ず
れ
も
平
滑

に
削

っ
て
仕
上
げ
て
は
お
ら
ず
、
「
日
子
」
字
の
あ
る
面
は
凹
凸
が
目
立

つ
。

「
日
子
」
は
成
年
男
子
の
美
称
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
全
体
の
文
意

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
六
朝
風
の
書
風
で
あ
り
、
先
に
示
し
た
地
層

の
年
代
観
と
も
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
細
い
墨
線
が
認
め
ら
れ
る
破
片
が

数
点
あ
り
、　
一
本
線
が
多
い
が
、
中
に
は
二
重
線
も
あ
る
。
そ
の
大
半
が
直
線

な
の
で
寸
法
を
示
す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
最
長
で
も
二
四
ｍｍ
し
か
残

っ
て

い
な
い
た
め
性
格
は
不
詳
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
際
し
て
は
大
阪
市
立
大
学
の
栄

原
永
遠
男
氏
、
奈
良
大
学
の
東
野
治
之
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

大
阪
市
教
育
委
員
会

・
卸
大
阪
市
文
化
財
協
会

『平
成

一
四
年
度
大
阪
市
内
埋
蔵
文
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財
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地

発
掘
調
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書
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四
年
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地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
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目

２
　
調
査
期
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一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
六
月
―
二
〇
〇
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
江
浦
　
洋

・
島
内
洋
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
難
波
宮
跡
の
北
西
に
位
置
す
る
。
今
回
の
調
査
は
大
阪
府
警
察
本
部

棟
新
築
二
期
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
最
古
の
紀
年
銘
木
簡
を
含
む
古
代
の
木
簡

三
三
点
が
出
上
し
た

一
期
工
事

調
査
地

（本
誌
第
二
三
号
）
の

東
側
に
隣
接
す
る
。
地
形
的
に

高
い
南
半
は
、
豊
臣
大
坂
城
に

伴
う
堀
の
掘
削
や
造
成
に
よ
っ

て
大
き
く
削
平
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
北
半
で
は
い
上
部
が

削
平
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
調
査
区
北
西
と
北
東
で

(大阪東北部)



古
代
の
谷
を
検
出
し
た
。
北
西
で
検
出
し
た
谷
は
、　
一
期
工
事
に
伴
う
調
査
で

検
出
し
た
谷
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り

（谷

こ
、
北
東
の
谷
は
今
回
の
調
査

で
新
た
に
確
認
し
た
も
の
で
あ
る

（谷
一
じ
。

谷

一
は
調
査
地
北
西
隅
を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て
検
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

豊
臣
大
坂
城
の
堀
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
残
存
状
況
は
必
ず
し
も

良
好
で
は
な
い
。
古
代
の
埋
積
層
は
二
層
に
分
か
れ
、
上
層
か
ら
は
人
世
紀
の

瓦
や
土
器
と
と
も
に
絵
馬
が
二
点
、
下
層
か
ら
は
七
世
紀
の
土
器
な
ど
が
出
土

し
た
が
、
木
簡
は
出
土
し
て
い
な
い
。

谷
二
は
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
の
び
て
い
る
。
こ
の
谷
は
西
側
の
一
部
を
検

出
し
た
の
み
で
あ
り
、
規
模
は
南
北
三
六
ｍ
以
上
東
西

一
〇
ｍ
以
上
、
深
さ
は

残
存
で
約
二
ｍ
を
測
る
。
埋
土
は
大
き
く
五
層
に
分
か
れ
、
三
層
か
ら
は
重
圏

文
軒
丸
瓦
や
奈
良
時
代
の
上
器
片
が
出
土
し
、
四
層
か
ら
は
七
世
紀
中
頃
か
ら

後
半
に
か
け
て
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
大
局
的
に
は
、
前
者
が
後
期
難
波

宮
、
後
者
が
前
期
難
波
宮
に
対
応
す
る
包
含
層
で
あ
る
。

両
層
と
も
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
前
回
の
調
査
と
比
し
て
必

ず
し
も
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
層
か
ら
も
特
筆
す
べ
き
遺
物
が
出

土
し
て
い
る
。
三
層
で
は
三
〇
点
を
超
え
る
絵
馬
が
、
斎
串
や
争
柱
な
ど
の
祭

祀
関
連
遺
物
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
絵
馬
の
数
点
は
辺
材
型
の
柾
目
板
を

使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
年
輪
年
代
測
定
に
よ
っ
て
人
世
紀
中
頃
か

ら
後
半
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

四
層
で
は
漆
付
着
土
器
が
破
片
数
に
し
て
一
五
〇
〇
点
以
上
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
漆
付
着
土
器
は
い
ず
れ
も
漆
の
運
搬
用
の
容
器
で
あ
り
、
当
地
に
漆

が
集
積
さ
れ
、
詰
め
替
え
作
業
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
土
器
が
廃
棄
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
町
通
を
は
さ
ん
だ
南
側
で
検
出
さ
れ
た
、
「大
蔵
」

と
推
定
さ
れ
て
い
る
内
裏
西
方
官
衛
と
の
関
連
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な

意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る

（側
大
阪
市
文
化
財
協
会

『難
波
宮
址
の
研
究
第
十
一
』

二
〇
〇
〇
年
）。

こ
の
ほ
か
、
谷
二
の
南
側
か
ら
谷
を
横
断
す
る
形
で
、
柱
列
を
検
出
し
て
い

る
。
柱
穴
は
三
個
が
東
西
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
個
に
は
直
径
約
三

〇
釦
の
柱
根
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
た
。
四
層
を
切
り
込
ん
で
い
る
こ
と
や
、

周
辺
か
ら
重
圏
文
軒
丸
瓦
が
出
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
期
難
波
宮
段
階
の

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
柱
列
は
、
東
西
方
向
の
一
本
柱
塀
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
地
形
の
起
伏
に
合
わ
せ
て
造
営
さ
れ
て
い
た
状
況
が
看
取
さ
れ
、
新

た
に
検
出
し
た
谷
と
と
も
に
、
難
波
宮
跡
の
北
辺
を
推
定
す
る
上
で
重
要
な
位

置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
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「
二
」
（刻
書
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω契
島
溢
ｏ

ω
ｌ
Ｏ
は
谷
二
の
四
層
か
ら
、
０
０
は
同
三
層
か
ら
出
上
し
た
。

い
は
下
端
部
が
折
れ
て
欠
損
、
左
辺
及
び
左
上
方
は
二
次
的
な
削
り
で
あ
る
。

上
端
も
二
次
的
な
削
り
で
あ
る
可
能
性
を
残
す
。
表
裏
と
も
墨
痕
は
明
瞭
で
あ

〔沙
力
〕

る
。
表
面
の

「委
（
十
□
久
因
支
」
は
人
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
裏
面

に
は
明
瞭
な
二
文
字
の
ほ
か
、
下
半
に
不
明
瞭
な
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。　
一
文

字
目
は

「洛
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

②
は
左
右
と
下
端
が
折
れ
て
い
る
。
全
体
に
墨
痕
は
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、

数
文
字
は
読
み
取
れ
る
。

０
は
切
り
込
み
上
方
を
欠
損
す
る
が
、
ほ
ぼ
完
存
。
表
面
が
荒
れ
て
お
り
、

文
字
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
大
振
り
な
四
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

い
は
上
方
が
折
れ
、
左
右
は
大
半
が
削
り
に
よ
っ
て
、
二
次
的
に
加
工
さ
れ

て
い
る
。
下
端
は
調
査
時
に
生
じ
た
欠
損
で
あ
る
。
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
が
、

四
文
字
目
が

「下
」
と
読
め
る
以
外
、
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

０
は
丁
寧
な
成
形
を
行
う
木
簡
で
あ
る
。
片
面
に
の
み
墨
痕
が
確
認
で
き
る

が
全
体
に
不
明
瞭
で
あ
る
。

①
は
上
端
と
右
辺
が
折
れ
て
欠
損
、
下
端
は
二
次
加
工
の
可
能
性
を
残
す
。

一
〇
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
文
字
の
過
半
を
欠
損
し
て
い
る
た
め

に
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

０
は
全
体
が
完
存
。
上
端
に

「五
」
の
刻
書
が
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
中
位
に

は
穿
孔
が
あ
る
。

①
は
争
柱
で
、　
一
方
の
面
に
の
み

「
二
」
の
刻
書
が
あ
る
。
争
の
第
二
弦
の

柱
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

な
お
、
こ
れ
以
外
に
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
が
、
付
札
状
の
木
簡
状
木
製
品

（Ｑ
一一二
型
式
）
が
九
点
出
上
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
出
上
し
た
多
量
の
木
製
品
は
、
現
在
も
な
お
洗
浄
中
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
整
理
過
程
で
木
簡
の
数
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
の
東
野
治
之
氏
、
大
阪
市
立
大
学

の
栄
原
永
遠
男
氏
、
大
阪
歴
史
悼
物
館
の
古
市
晃
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（江
浦
　
洋
）
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